
『
宋
元
學
案
』
に
お
け
る
學
案
表
と
師
承
關
係

一
五
五

は
じ
め
に

中
國
淸
代
浙
東
學
派
の
代
表
者
で
あ
る
黃
宗
羲
・
黃
百
家
・
全
祖
望
・
王
梓

材
・
馮
雲
濠
ら
多
く
の
編
者
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
百
卷
本
の
宋
元
儒
學
思
想
史

で
あ
る
『
宋
元
學
案（

（
（

』
は
、
黃
宗
羲
が
獨
力
で
完
成
し
た
『
朙
儒
學
案
』
と
と
も

に
、
中
國
學
案
史
上
の
雙
璧
と
も
言
う
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
、
兩
者
は
同
じ
「
學

案
體
」
の

作
に
分
類
さ
れ
る
一
方
で
、
い
く
つ
か
の
違
い
も
あ
る
。
編
纂
と
論

述
の
方
式
に
お
い
て
は
、『
朙
儒
學
案
』
は
學
問
の

派
、
學
者
の
學
術
宗
旨
と

思
想
の
槪
括
に
重
點
が
あ
っ
て
「
哲
學
史
」
の
性
格
が
濃
厚
で
あ
る
が
、『
宋
元

學
案
』
は
學
術
の
源

と
師
傳
關
係
の
分
析
に
重
點
が
置
か
れ
て
お
り
、「
思
想

史
」
の
性
格
が
濃
厚
で
あ
る
。
そ
の
具
體
的
な
表
現
と
し
て
師
傳
關
係
を
圖
式

化
し
た
「
學
案
表
」
の
存
在
は
、『
宋
元
學
案
』
の
一
大
特
色
で
あ
る
と
言
え
る

だ
ろ
う
。
し
か
し
、「
學
案
表
」
に
對
す
る
批

も
あ
る
。
例
え
ば
、
陳
祖
武
は

『
中
國
學
案
史
』
第
七

「『
宋
元
學
案
』
的
纂
修
」
に
お
い
て
、
學
案
表
が
複
雜

に
過
ぎ
る
こ
と
と
時
閒
的
ス
パ
ン
が
長
す
ぎ
る
こ
と
と
を
も
っ
て
『
宋
元
學
案
』

の
「
學
案
表
」
の
學
術
價
値
を
疑
い
、『
朙
儒
學
案
』
の
整
然
た
る
秩
序
と
比
べ

て
一
種
の
「
退
步
」
で
あ
る
と
見
な
し
た（

（
（

。
こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
學
術
界

で
は
『
宋
元
學
案
』
の
「
學
案
表
」
の
役
割
を
あ
ま
り
重
視
し
て
お
ら
ず
、
そ
れ

に
對
す
る
本
格
的
硏
究
は
ま
だ
見
え
て
い
な
い（

（
（

。

し
か
し
、
王
梓
材
が
指

し
た
通
り
、
朙
代
儒
學
の
學
派
は
朱
子
學
と
陽
朙

學
の
二
つ
の

派
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
宋
元
の
儒
學
は
胡
瑗
（
湖

學
）・
孫
復
（
泰
山
學
派
）
及
び
濂
・
洛
・
關
・
閩
（
衟
學
）
以
來
「
百

齊
放
、

百
家
爭
鳴
」
の
如
く
數
多
く
の
學
派
が
非
常
に
繁
榮
し
て
き
た
。
だ
か
ら
『
朙
儒

學
案
』
に
お
け
る
十
九
の
學
案
（
學
派
）
と
學
者
（
二
〇
八
名
）
は
あ
ま
り
多
く
な

く
、
そ
の
師
承
關
係
も

單
朙
瞭
で
あ
る
た
め
、
特
に
學
案
表
を
作
る
必
要
は
な

か
っ
た
。
そ
れ
に
對
し
て
『
宋
元
學
案
』
は
全
祖
望
ら
の
補
修
を
經
て
そ
の
中
に

九
十
一
の
學
案
・
黨
案
・
略
案
と
二
四
二
八
人
の
學
者
が

め
ら
れ
て
お
り
、
そ

の
關
係
が
極
め
て
複
雜
な
の
で
、
も
し
學
案
表
で
そ
の
閒
の
師
承
關
係
を
朙
示
し

な
け
れ
ば
、
そ
の
全
體
を
的
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
こ
の
點
か
ら

『
宋
元
學
案
』
に
お
い
て
は
、
學
案
表
及
び
正
文
に
お
け
る
師
傳
な
ど
の
師
承
關

係
の
表
記
が
必
要
な
の
だ
と
言
え
る
の
で
あ
る（

（
（

。
そ
れ
だ
け
に
そ
の
內
容
及
び
學

術
的
意
味
に
つ
い
て
は
な
お
詳
し
く
檢
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で

は
『
宋
元
學
案
』
の
學
案
表
と
師
承
關
係
の
內
容
と
特
色
を
檢
討
し
て
そ
の
學
術

的
意
味
を
究
朙
し
た
上
で
、
學
者
の
學
術
思
想
の
淵
源
及
び
そ
の
影
响
力
な
ど
に

『
宋
元
學
案
』
に
お
け
る
學
案
表
と
師
承
關
係

　
　

―

そ
の
內
容
と
學
術
的
意
味
に
つ
い
て―

�

連
　

凢



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
五
集

一
五
六

で
遡
っ
て
、
そ
の
學
者
（
甲
）
は
あ
る
人
（
㆛
）
の
「
再
傳
」
で
あ
る
等
と
稱
す

る
。
こ
れ
に
類
す
る
語
彙
に
は
「
再
傳
」「
三
傳
」「
四
傳
」「
五
傳
」「
六
傳
」

「
七
傳
」「
八
傳
」
が
㊒
る
。
そ
の
場
合
の
「
再
傳
」
～
「
八
傳
」
等
は
、
甲
㆛
兩

者
閒
の
閒

の
關
係
を
示
す
語
彙
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
語
彙
を
以
下
、
本
稿
で

は
「
閒

關
係
」
と
稱
す
る
。
筆
者
の

計
に
よ
る
と
、『
宋
元
學
案
』
の
正
文

の
中
に
、
直

關
係
の
表
記
は
全

で
一
一
七
〇
回
、
三
五
〇
六
人
で
あ
る
。
閒

關
係
の
表
記
は
全

で
三
一
一
回
、
一
一
〇
七
人
で
あ
る
。
附
表
１
は
こ
れ
ら

の
關
係
の
類
別
・
關
係
名
・
出
現
回
數
・
出
現
人
數
・
人
數
比
率
を
整
理
し
た
も

の
で
あ
る
。

附
表
１
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
直

關
係
の
中
で
は
門
人
と
家
學
の
出
現
す
る

回
數
が
最
も
多
い
。
家
學
の
實
質
は
血
緣
關
係
を
持
つ
門
人
で
あ
り
、
師
と
は
そ

の
父
の
よ
う
な
家
族
の
年
長
者
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
門
人
と
家
學
は
合
わ
せ
て

人
數
比
率
の
80
％
を
占
め
る
。
こ
こ
に
㊟
意
す
べ
き
は
、
こ
の
人
數
比
率
の
順
位

は
お
お
む
ね
師
傳
關
係
に
お
け
る
親

の
程
度
に
對
應
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
閒

關
係
に
お
け
る
順
位
（
再
傳
→
三
傳
→
四
傳
→
五
傳
→
六
傳
→
七
傳
→

八
傳
）
は
も
ち
ろ
ん
そ
う
で
あ
る
が
、
直

關
係
に
お
い
て
も
、
順
位
一
位
の
門

人
と
二
位
の
家
學
と
が
最
も
親
し
い
師
傳
關
係
で
あ
り
、
以
下
、
講
友
・
同
調
・

續
傳
・
私
淑
と
い
っ
た
順
で
、
そ
の
關
係
は
次
第
に
疎
遠
に
な
っ
て
い
く
。

一
方
、
こ
れ
ら
の
關
係
は
更
に
、
通
例
と
特
例
の
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
大
別

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
通
例
と
は
、「
門
人
」「
私
淑
」「
續
傳
」「
別
傳
」「
再
傳

（
三
傳
～
八
傳
を
含
む
）」
等
、
人
閒
關
係
の
う
ち
一
般
的
な
情
況
を
處
理
す
る
た

め
の
語
彙
で
あ
っ
て
、『
宋
元
學
案
』
に
お
け
る
人
閒
關
係
の
主

を
な
す
。
こ

れ
に
對
し
て
特
例
と
は
、「
所
出
」「
所
傳
」「
之
先
」「
別
派
」「
餘
派
」「
之
學
」

等
、
特
殊
な
狀
況
を
處
理
す
る
た
め
の
語
彙
で
あ
っ
て
、
通
例
か
ら
は
漏
れ
る
ケ

ー
ス
を
補
っ
て
い
る
。
以
下
、
通
例
と
特
例
の
二
つ
の
情
況
に
わ
け
て
『
宋
元
學

つ
い
て
考
察
し
た
い
。

一　

學
者
の
師
承
關
係
と
そ
の
學
術
的
意
味

王
梓
材
「
校
刊
宋
元
學
案
條
例
」
に
よ
る
と
、
黃
宗
羲
と
全
祖
望
は
か
つ
て

「
學
案
表
」
を
作
っ
た
が
、
現
行
『
宋
元
學
案
』
の
各
學
案
の
冐
頭
に
あ
る
學
案

表
は
お
お
む
ね
最
後
の
編
纂
者
王
梓
材
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た（

（
（

。
黃
宗
羲
の
『
朙

儒
學
案
』
に
は
こ
の
よ
う
な
學
案
表
が
な
い
の
で
、
彼
が
果
た
し
て
『
宋
元
學

案
』
の
た
め
に
學
案
表
を
作
成
し
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
疑
問
の
餘
地
も
あ
る

が
、
少
な
く
と
も
そ
の
弟
子

斯
同
（
一
六
三
八
～
一
七
〇
二
）
は
か
つ
て
『
儒
林

宗
派
』
を

し
て
、
孔
子
か
ら
朙
末
の
儒
者
ま
で
の
儒
學
の
授
受
源

と
師
傳
關

係
を
す
べ
て
圖
式
化
し
て
お
り
、
後
に
全
祖
望
と
王
梓
材
が
學
案
表
を
作
成
す
る

先
蹤
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

『
宋
元
學
案
』
各
學
案
の
「
學
案
表
」
と
正
文
に
お
け
る
表
記
と
を
合
わ
せ
て

見
る
と
、『
宋
元
學
案
』
に

め
ら
れ
て
い
る
二
四
二
八
人
の
宋
元
時
代
の
學
者

の
閒
に
は
、「
講
友
」「
學
侶
」「
同
調
」「
家
學
」「
門
人
」「
私
淑
」「
續
傳
」「
別

傳
」「
所
出
」「
所
傳
」「
之
先
」「
再
傳
」「
別
派
」「
餘
派
」「
之
學
」「
之
餘
」
な

ど
の
關
係
が
あ
り
、
非
常
に
複
雜
多
岐
で
あ
る
と
同
時
に
、
一
人
の
學
者
は
徃
々

に
し
て
多
重
の
關
係
に
あ
る
た
め
、
全
體
が
複
雜
で
厖
大
な
一
つ
の
人
脉
を
形
成

す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

『
宋
元
學
案
』
に
お
い
て
、
あ
る
學
者
（
甲
）
が
あ
る
人
（
乙
）
の
「
家
學
」

「
門
人
」「
所
傳
」
で
あ
る
等
と
稱
す
る
際
、
そ
の
場
合
の
「
家
學
」「
門
人
」「
所

傳
」
は
、
甲
乙
兩
者
閒
の
直

の
關
係
を
示
す
語
彙
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
語
彙

を
以
下
、
本
稿
で
は
「
直

關
係
」
と
稱
す
る
。
ま
た
同
じ
く
『
宋
元
學
案
』

に
お
い
て
、
あ
る
學
者
（
甲
）
が
あ
る
人
（
乙
）
の
「
家
學
」「
門
人
」「
所
傳
」

で
あ
る
等
と
稱
す
る
際
、
そ
の
後
ろ
に
括
弧
で
そ
の
師
（
乙
）
の
師
（
㆛
）
に
ま



『
宋
元
學
案
』
に
お
け
る
學
案
表
と
師
承
關
係

一
五
七

及
び
浙
東
學
派
の
學
者
（

㊜
ら
）
を
攻
擊
し
抑
壓
し
た
た
め
、
浙
東
の
學
者
は

唐
氏
と
絕
交
し
た
。
從
っ
て
唐
氏
は
浙
東
の
學
者
と
は
交

が
な
く
、
そ
の
見
解

は
自
己
單
獨
で

得
し
た
も
の
な
の
で
あ
る（

（
（

。

「
家
學
」―

案
主
の
親
族
・
子
孫
の
中
で
、
そ
の
學
術
の
傳
承
・
系
譜
を
受
け

繼
ぐ
者
。
一
般
的
に
あ
る
學
者
の
父
・
兄
或
い
は
同
族
の
先
輩
を
指
す
。『
宋
元

學
案
』
の
正
文
中
、「
家
學
」
は
全

で
二
九
三
回
出
現
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

卷
六
十
七
「
九
峰
學
案
」
で

沈
（
九
峰
）
の
子

・

杭
・

を
み
な

「
九
峰
家
學
」
と
稱
し
、
卷
五
十
一
「
東

學
案
」
で
呂
祖
謙
（
東

）
の
弟
呂

祖
儉
を
「
東

家
學
」
と
稱
し
、
卷
八
十
九
「
介
軒
學
案
」
で

程
（
介
軒
）

の
族
弟

鼎
を
「
介
軒
家
學
」
と
稱
し
て
い
る
。

「
門
人
」
と
「
私
淑
」―

案
主
に
正
式
に
入
門
し
た
弟
子
と
し
て
そ
の
學
術
を

傳
え
る
も
の
は
「
門
人
」
と
い
う
。
案
主
に
直

入
門
し
た
事
實
は
な
い
も
の
の

自
ら
弟
子
と
稱
し
て
そ
の
學
術
を
傳
え
る
も
の
は
「
私
淑
」
と
い
う
。『
宋
元
學

案
』
の
正
文
中
、「
門
人
」
は
計
五
四
四
回
、「
私
淑
」
は
計
二
十
一
回
出
現
し
て

い
る
。「
門
人
」
の
例
を
擧
げ
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。「
私
淑
」
の
一
例
と
し

て
、
胡
安
國
は
程
頤
の
私
淑
の
弟
子
で
、
卷
十
六
「
伊
川
學
案
下
」
に
「
伊
川
私

淑
」
と
稱
さ
れ
て
い
る
。

「
續
傳
」
と
「
別
傳
」―

案
主
の
門
人
で
は
な
い
が
、
そ
の
學
術
を
繼
承
し
て

述
べ
傳
え
て
お
り
、
か
つ
自
ら
「
私
淑
」
と
名
乘
っ
て
い
な
い
者
は
「
續
傳
」
と

い
う
。
一
方
、
學
術
は
も
と
も
と
案
主
に
由
來
す
る
が
、
後
に
別
に
一
派
を
な
す

者
は
「
別
傳
」
と
い
う
。『
宋
元
學
案
』
の
正
文
中
、「
續
傳
」
は
全

で
七
十
二

回
出
現
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
金
朝
が
滅
ん
だ
後
に
、
湖
北
德
安
の
人
趙
復
（
江

漢
）
が
元
の
捕
虜
に
な
っ
て
北
方
に
定
住
し
た
後
、
周
子
祠
を
建
て
て
周
敦
頤
を

祭
り
、
太
極
書
院
を
建
て
て
廣
く
門
徒
に
程
朱
理
學
を
敎
授
し
た
。
そ
の
門
下
に

姚
樞
・
許
衡
・
劉
因
ら
が
興
っ
て
さ
ら
に
大
い
に
程
朱
理
學
を
廣
め
た
結
果
、
衟

案
』
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
關
係
の
意
味
に
つ
い
て
詳
し
く
檢
討
し
た
い
。

　
　
（
一
）
師
承
關
係
の
通
例

「
講
友
」
と
「
學
侶
」―

か
つ
て
案
主
と
と
も
に
學
術
を
檢
討
し
た
者
の
う
ち

で
、
社
會
地
位
や
學
術
地
位
が
よ
り
高
い
者
は
一
般
的
に
「
講
友
」
と
稱
す
る

が
、
そ
の
逆
の
場
合
に
は
一
般
的
に
「
學
侶
」
と
稱
す
る
。
そ
の
ほ
か
、
か
つ
て

案
主
と
と
も
に
あ
る
師
に
師
事
し
た
者
同
士
も
、
互
い
に
「
學
侶
」
と
稱
す
る
こ

と
が
あ
る
。『
宋
元
學
案
』
の
正
文
の
一
一
七
〇
の
關
係
の
表
記
の
う
ち
、「
講

友
」
は
計
七
十
九
回
、「
學
侶
」
は
計
六
十
一
回
、
出
現
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

卷
六
十
四
「
潛
庵
學
案
」
に
お
い
て
、『
嘉
興
志
』
な
ど
が
魏
了
翁
を
輔
廣
、
李

燔
の
弟
子
と
す
る
見
方
に
對
し
て
、
編
纂
者
黃
宗
羲
・
黃
百
家
父
子
は
『
鶴
山

集
』
の
記
載
に
よ
っ
て
「
講
友
」
の
關
係
で
あ
る
と

斷
し
た
。
ま
た
、
卷
十
二

「
濂
溪
學
案
下
」
で
黃
百
家
は
周
敦
頤
の
上
司
で
あ
る
李
初
平
を
周
氏
の
弟
子
に

列
し
た
が
、
後
に
全
祖
望
は
李
初
平
を
周
敦
頤
の
「
講
友
」
に
列
し
た
の
で
あ

る
。
そ
の
理
由
は
、
二
人
は
學
問
上
の
友
人
で
は
あ
る
が
、
李
初
平
は
周
敦
頤
の

上
官
で
、
そ
の
社
會
的
地
位
が
よ
り
高
い
か
ら
で
あ
る
。「
學
侶
」
の
用
例
は
、

例
え
ば
、
卷
八
十
五
「
深
寧
學
案
」
に
王
應
麟
の
弟
王
應
鳳
、
及
び
學
友
で
あ
る

韓
性
を
「
深
寧
學
侶
」
と
稱
し
て
い
る
。

「
同
調
」―

案
主
と
學
術
的

點
が
同
じ
で
あ
り
、
或
い
は
近
い
の
で
あ
る

が
、
そ
の
學
問
の
出
て
く
る
源
は
一
致
し
て
い
な
い
者
。『
宋
元
學
案
』
の
正
文

中
、「
同
調
」
は
全

で
七
十
五
回
出
現
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
卷
六
十
「
說
齋

學
案
」
に
お
い
て
、
唐
仲
友
を
「
永
嘉
同
調
」
と
稱
し
た
。
そ
の
理
由
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。
金

出
身
の
唐
仲
友
は
浙
東
永
嘉
學
派
（

季
宣
・
陳
傅
良
・

㊜
）
と
同
時
代
の
學
者
で
、
經
史
制
度
の
學
を
な
し
、
浙
東
永
嘉
學
派
と
學
風

が
近
い
。
唐
氏
は
公
事
で
朱
熹
に
恨
み
を
買
っ
た
が
、
當
時
政
府
の
要
人
（
王
淮

ら
）
が
唐
氏
に
加
擔
し
、
つ
い
に
「
僞
學
」（
所
謂
「
慶
元
黨
禁
」）
の
名
目
で
朱
熹
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第
六
十
五
集

一
五
八

附
す
）
を
設
け
て
彼
を
「
江
漢
別
傳
」
と
稱
し
た
の
で
あ
る
。

「
再
傳
」―

す
な
わ
ち

弟
子
・
孫
弟
子
（
直
弟
子
の
弟
子
）
を
指
す
。『
宋
元

學
案
』
の
正
文
中
、「
再
傳
」
は
全

で
一
一
六
回
出
現
す
る
が
、
大
き
く
二
つ

の
用
法
に
分
か
れ
る
。
一
つ
目
の
用
法
は
、
單
獨
に
は
用
い
ら
れ
ず
、
所
謂
「
閒

關
係
」
を
示
す
も
の
で
あ
る
（
計
一
一
三
回
）。
す
な
わ
ち
『
宋
元
學
案
』
で
は

あ
る
學
者
を
あ
る
人
の
「
家
學
」「
門
人
」「
所
傳
」
と
稱
す
る
際
、
後
ろ
の
括
弧

內
で
そ
の
師
の
師
に
ま
で
遡
っ
て
、
そ
の
學
者
は
あ
る
人
の
「
再
傳
」
で
あ
る
と

い
う
。
こ
の
場
合
の
「
再
傳
」
は
實
に
「
二
傳
」
の
意
味
で
あ
る
。
例
え
ば
、
卷

二
「
泰
山
學
案
」
に
馬
默
を
「
徂
徠
門
人
（
泰
山
再
傳
）」
と
稱
す
る
場
合
、
彼
は

石
介
の
門
人
、
孫
復
の
孫
弟
子
で
あ
る
。
卷
七
十
四
「

湖
學
案
」
で
楊

の
長

男
楊
恪
を
「

湖
家
學
（
象
山
再
傳
）」
と
稱
す
る
場
合
、
彼
は
楊

の
師
陸
九
淵

の
孫
弟
子
で
あ
る
。
卷
八
十
「
鶴
山
學
案
」
で
魏
了
翁
を
「

氏
所
傳
（
朱
、
張

再
傳
）」
と
稱
す
る
場
合
、
魏
了
翁
は
朱
熹
・
張
栻
の
孫
弟
子
と
考
え
ら
れ
た
わ

け
で
あ
る
。
こ
れ
を
更
に
遡
及
し
て
い
け
ば
、『
宋
元
學
案
』
に
お
け
る
閒

關

係
は
、「
三
傳
」
乃
至
「
八
傳
」
に
ま
で
至
る
の
で
あ
る
（
そ
れ
ぞ
れ
の
出
現
回
數

は
附
表
１
を
參
照
）。
し
か
し
そ
れ
ら
は
も
は
や
推
測
に
よ
る
「
學

系
圖
」
に
過

ぎ
ず
、
學
術
的
意
義
は

い
。
こ
れ
は
『
宋
元
學
案
』
の
「
學
案
表
」
が
批

さ

れ
る
主
な
原
因
の
一
つ
で
も
あ
る（

（
（

。

二
つ
目
の
用
法
は
、
單
獨
に
用
い
ら
れ
て
、
所
謂
「
直

關
係
」
を
示
す
も
の

で
あ
る
（
計
三
回
）。
こ
れ
は
あ
る
學
者
に
つ
い
て
、
そ
の
師
傳
は
未
詳
な
が
ら
、

そ
の
師
の
師
の
み
は
知
り
得
る
場
合
で
あ
る
。『
宋
元
學
案
』
に
は
五
つ
の
例
が

あ
る
。
卷
三
十
四
「
武
夷
學
案
」
に
張
默
を
「
武
夷
再
傳
」（
胡
安
國
）
と
言
う
。

そ
の
小
傳
及
び
後
の
全
祖
望
と
王
梓
材
の
案
語
に
よ
る
と
、
張
默
の
師
傳
は
未
詳

で
あ
る
が
、
彼
は
胡
安
國
の
『
春
秋
』
の
學
を
傳
え
た
と
い
う
。
だ
か
ら
王
梓
材

は
彼
を
胡
安
國
の
孫
弟
子
と
見
な
し
た（

（
（

。
同

に
曾
漸
を
「
武
夷
再
傳
」
と
言

學
（
朱
子
學
）
は
一
つ
の
學
派
と
し
て
始
め
て
正
式
に
北
方
に
興
っ
た（

（
（

。
趙
復
の

學
問
の
師
傳
は
未
詳
で
あ
る
が
、
上
述
の
通
り
、
彼
が
程
朱
理
學
を
受
け
繼
い
で

そ
れ
を
傳
え
た
人
で
あ
る
た
め
、
卷
十
六
「
伊
川
學
案
下
」
で
は
彼
を
「
伊
川
續

傳
」
と
稱
し
、
卷
四
十
九
「
晦
翁
學
案
下
」
で
は
彼
を
「
朱
學
續
傳
」
と
稱
し
、

卷
九
十
「
魯
齋
學
案
」
で
は
こ
れ
を
あ
わ
せ
て
「
程
朱
續
傳
」
と
稱
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
卷
四
十
九
「
晦
翁
學
案
下
」
で
は
方
鎔
・
余
季

・
兪
浙
・
熊
朋

來
・
兪
琰
を
み
な
「
朱
學
續
傳
」（
朱
熹
）
と
稱
し
、
卷
五
十
「
南
軒
學
案
」
で

は
木
天
駿
を
「
張
學
續
傳
」（
張
栻
）
と
稱
し
、
卷
五
十
一
「
東

學
案
」
で
は

宋
濂
と
王
禕
を
「
呂
學
續
傳
」（
呂
祖
謙
）
と
稱
し
、
卷
八
十
二
「
北
山
四
先
生
學

案
」
で
は
方
鎔
を
「
朱
學
續
傳
」（
朱
熹
）
と
稱
し
て
い
る
。

一
方
、『
宋
元
學
案
』
の
正
文
中
、「
別
傳
」
は
計
二
回
出
現
す
る
が
、
實
は

そ
の
用
例
は
た
だ
一
例
の
み
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
卷
九
十
「
魯
齋
學
案
」
と
卷

九
十
一
「
靜
修
學
案
」
は
と
も
に
劉
因
を
「
江
漢
別
傳
」
と
稱
し
て
い
る
。
そ

の
理
由
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
歬
述
の
通
り
、
劉
因
の
學
問
は
も
と
も
と
趙

復
（
江
漢
）
か
ら
出
て
、
同
門
の
許
衡
と
と
も
に
元
代
「
北
方
兩
大
儒
」
と
稱
さ

れ
る
。
彼
も
か
つ
て
は
元
朝
に
仕
官
し
た
が
、
後
に
致
仕
し
隱
居
し
て
命
を
終
え

た
。
一
方
、
許
衡
は
趙
復
の
思
想
と
事
業
の
忠
實
な
繼
承
者
と
し
て
、
終
生
元
朝

に
仕
え
、
長
朞
に
わ
た
っ
て
國
子
監
祭
酒
と
い
う
最
高
學
府
の
學
長
の

に
あ

り
、
數
十
年
閒
に
元
朝
の

名
な
士
大
夫
は
お
お
む
ね
そ
の
門
下
か
ら
出
た
と
い

う
。
し
か
し
、
黃
百
家
と
全
祖
望
の
考
證
に
よ
る
と
、
劉
因
は
許
衡
の
人
と
な
り

（
終
生
元
朝
に
仕
官
）
と
學
問
（
程
朱
理
學
に
拘
泥
し
て
つ
い
に

句
訓
詁
の
學
に

れ

る
）
に
對
し
て
不
滿
に
思
っ
て
お
り
、
劉
因
の
人
柄
（
狂
狷
）
と
學
問
は
實
は
趙

復
・
許
衡
と
大
い
に

な
っ
て
い
る
た
め
、
そ
こ
で
全
祖
望
は
趙
復
と
許
衡
の
二

人
を
卷
九
十
「
魯
齋
學
案
」（「
黃
氏
原
本
」
は
「
北
方
學
案
」
と
稱
す
る
）
に
入
れ
、

劉
因
の
た
め
に
別
に
卷
九
十
一
「
靜
修
學
案
」（「
黃
氏
原
本
」
は
「
北
方
學
案
」
に



『
宋
元
學
案
』
に
お
け
る
學
案
表
と
師
承
關
係

一
五
九

が
設
け
た
卷
六
「
士
劉
諸
儒
學
案
」
に
あ
る
。
張
載
の
「
關
學
」
よ
り
早
く
興
っ

た
關
中
の
學
者
申
顏
・
侯
可
を
表

す
る
た
め
に
、
全
祖
望
は
二
人
を
「
關
學
之

先
」
と
稱
し
た
。
さ
ら
に
全
祖
望
は
、
蜀
の
人
で
あ
る
宇
文
之
邵
（
止
止
）
が
實

に

祖
禹
（
正
獻
）
の
蜀
學
の
先
驅
者
で
あ
る
と
考
え
、
こ
れ
を
「
蜀
學
之
先
」

と
稱
し
た（
（（
（

。
こ
れ
ら
の
人
物
は
み
な
思
想
史
上
あ
ま
り
㊒
名
で
は
な
い
が
、
そ
の

宋
學
を
開
い
た
功
績
は
銘
記
す
べ
き
で
あ
る
。

「
別
派
」―

直
系
の
「
門
人
」「
再
傳
」
と
は
區
別
さ
れ
る
、
師
傳
不
朙
の
者
。

『
宋
元
學
案
』
に
は
二
つ
の
用
例
だ
け
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
卷
七
十
八
「
張
祝
諸

儒
學
案
」
に
杜
可
大
・

□
（
佚
名
）
二
人
は
そ
れ
ぞ
れ
「
邵
學
別
派
」
と
稱
す

る
。
邵
雍
の
先
天
象
數
學
の
直
弟
子
は
あ
ま
り
多
く
な
い
が
、
杜
可
大
は
、
邵
雍

の
早
死
の
門
人
王
豫
（
字
は
悅
之
、
ま
た
字
は
天
悅
）
の

が
盜
掘
さ
れ
た
後
、
盜

賊
か
ら
そ
の
副

品
中
の
『
皇
極
經
世
體
要
』
一
篇
、『
內
外

象
』
數
十
篇
を

得
て
、
邵
雍
の
學
問
を
受
け
繼
い
だ
、
と
自
ら
述
べ
て
い
る
。
但
し
そ
の
話
の
信

憑
性
は
未
詳
で
あ
る（
（（
（

。
一
方
、

□
（
佚
名
）
は
隱
者
で
か
つ
て
邵
雍
の
皇
極
數

學
を
敎
授
し
た
と
言
う
が
、
そ
の
具
體
的
な
傳
承
も
よ
く
分
か
ら
な
い
。
そ
れ
故

に
、
王
梓
材
は
二
人
を
「
邵
學
別
派
」
と
稱
し
た
の
で
あ
る（
（（
（

。

「
餘
派
」―

『
宋
元
學
案
』
に
は
た
だ
一
例
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
金
朝
の
李
純

甫
で
あ
る
。
卷
九
十
八
「

公
新
學
略
」
で
は
彼
を
「
王
學
餘
派
」
と
稱
し
、
さ

ら
に
卷
九
十
九
「

氏
蜀
學
略
」
で
は
彼
を
「

學
餘
派
」
と
稱
し
て
い
る
。
そ

こ
で
、
彼
自
身
の
學
案
で
あ
る
卷
百
「
屛
山
鳴
衟
集
說
略
」
で
は
、
こ
れ
を
あ
わ

せ
て
「
王
、

餘
派
」
と
稱
し
て
い
る
。
李
純
甫
は
金
朝
の
文

家
で
あ
り
、
王

安
石
新
學
と

氏
蜀
學
の
直
系
の
弟
子
で
は
な
い
が
、
全
祖
望
は
、
そ
の
學
問
に

は
主
に
二
つ
の
特
色
が
あ
る
、
一
つ
は
佛
老

端
の
學
を
混
じ
え
て
い
る
こ
と

（
三
敎
合
一
論
）、
一
つ
は
文

（
文
學
）
を
重
ん
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
二

點
に
よ
っ
て
李
純
甫
は
新
學
と
蜀
學
の
餘
派
と
見
な
す
べ
き
で
あ
る
、
と
考
え

う
。
そ
の
小
傳
及
び
後
の
全
祖
望
と
王
梓
材
の
案
語
に
よ
る
と
、
曾
漸
は
湖
南
學

派
に
屬
し
、
か
つ
て
朱
熹
に
よ
っ
て
批

さ
れ
た
が
、
胡
安
國
の
死
後
二
十
七
年

を
經
て
生
ま
れ
た
人
で
あ
る
た
め
、
胡
安
國
の
直
弟
子
で
は
あ
り
得
な
い
。
だ
か

ら
全
祖
望
は
彼
が
胡
安
國
の
私
淑
で
あ
る
と
考
え
た（
（（
（

。
卷
七
十
「
滄
洲
諸
儒
學
案

下
」
で
、
丘
富
國
を
「
晦
翁
再
傳
」
と
稱
す
る
。
そ
の
小
傳
に
「
朱
子
の
門
人
に

受
業
す（
（（
（

（
受
業
朱
子
之
門
人
）」
と
言
う
。
卷
八
十
三
「
雙
峰
學
案
」
は
汪
克

・

汪
時
中
の
二
人
を
と
も
に
「
東
山
再
傳
」
と
稱
す
る
が
、
こ
れ
は
二
人
を
、
そ
の

從
祖
父
（
祖
父
の
兄
弟
）
汪

（
號
は
東
山
）
の
孫
弟
子
と
見
な
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
（
二
）
師
承
關
係
の
特
例

「
所
出
」
と
「
所
傳
」―

案
主
の
學
問
の
來
源
を
表

す
る
た
め
に
、
特
に
そ

の
師
を
案
主
の
歬
に
置
い
て
こ
れ
を
案
主
の
學
問
の
「
所
出
」
と
い
う
。『
宋
元

學
案
』
に
は
た
だ
一
例
の
み
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
卷
三
「
高
平
學
案
」
に
案
主

仲
淹
（
高
平
）
の
恩
師
で
あ
る
戚
同
文
（
睢
陽
）
が
そ
の
歬
に
置
か
れ
て
「
高

平
所
出
」
と
稱
さ
れ
て
い
る
。
逆
に
案
主
（
學
者
）
を
、
そ
の
學
問
の
來
源
か
ら

の
「
所
傳
」
と
い
う
。
例
え
ば
、
上
述
の

仲
淹
を
「
睢
陽
所
傳
」
と
稱
す
る
。

卷
九
十
「
魯
齋
學
案
」
で
趙
復
（
江
漢
）
を
案
主
許
衡
の
歬
に
置
い
て
、
許
衡
を

「
江
漢
所
傳
」
と
稱
す
る
。「
所
傳
」
と
い
う
師
弟
の
關
係
は
「
門
人
」
よ
り
も
疎

遠
で
あ
り
、
一
般
的
に
早
年
の
入
門
の
師
を
指
す
。
例
え
ば
王
梓
材
は
、
上
述
の

黃
宗
羲
・
黃
百
家
氏
父
子
に
よ
る
輔
廣
と
魏
了
翁
の
「
講
友
」
關
係
に
つ
い
て
の

考
證
に
從
い
、
さ
ら
に
は
全
祖
望
補
本
の
卷
七
十
二
「
二
江
諸
儒
學
案
」
所

の

子
長
の
小
傳（
（（
（

に
よ
っ
て
、
魏
了
翁
が

氏
の
傳
承
に
連
な
り
（「

氏
所
傳
」）、

輔
廣
、
李
燔
と
は
講
友
の
關
係
に
あ
る
と

斷
し
て
學
案
表
に
載
せ
、
魏
了
翁
の

傳
承
關
係
を
定
め
た
。

「
之
先
」―

あ
る
地
域
の
學
派
の
先
驅
者
を
表

す
る
た
め
に
こ
れ
を
そ
の
學

派
の
「
之
先
」
と
稱
す
る
。『
宋
元
學
案
』
に
二
つ
の
例
が
あ
り
、
み
な
全
祖
望
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學
」
の
同
調
者
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
を
「
元
祐
之
餘
」
と
稱
し
た
の
で
あ
る
。

卷
五
十
「
南
軒
學
案
」
で
は
張
學
（
張
栻
の
學
術
）
に
私
淑
す
る
元
儒
方
敏
中
を

「
張
學
之
餘
」
と
稱
し
、
卷
六
十
五
「
木

學
案
」
で
は
浙
東
出
身
の
朱
學
を
信

ず
る
元
儒

仕
堯
・
史
伯
璿
を
「
朱
學
之
餘
」
と
稱
し
、
卷
七
十
八
「
張
祝
諸
儒

學
案
」
で
は
邵
學
（
邵
雍
の
學
術
）
を
信
ず
る
學
者
祝
泌
・
朱
元
昇
を
「
邵
學
之

餘
」
と
稱
し
た
。
因
み
に
張
栻
の
嶽
麓
弟
子
は
抗
元
戰
爭
で
殆
ど
殉
國
し
て
い

る
。
全
祖
望
が
彼
ら
を
「
張
學
之
餘
」「
朱
學
之
餘
」「
邵
學
之
餘
」
と
稱
し
た
の

は
、
そ
の
學
術
傳
承
の
迹
を
顯

せ
ん
と
す
る
意
圖
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
別
附
」―

特
に
師
門
を
裏
切
っ
た
門
人
・
後
學
を
指
し
て
い
る
。
こ
れ
は
も

ち
ろ
ん
編
纂
者
が
貶
め
て
排
斥
す
る
意
味
を
込
め
て
い
る
。『
宋
元
學
案
』
に
は

五
ケ
所
あ
る
。
卷
四
「
廬
陵
學
案
」
に
お
い
て
、

之
奇
は
も
と
も
と

黨
の
歐

陽
修
の
弟
子
で
あ
っ
た
た
め
、
後
に
新
黨
に
よ
っ
て
元
祐
黨
籍
に
入
れ
ら
れ
た

が
、
彼
は

を
迯
れ
る
た
め
に
、
か
え
っ
て
そ
の
師
歐
陽
修
を
彈

し
た（
（（
（

。
卷

三
十
二
「
周
許
諸
儒
學
案
」
で

振
は
も
と
も
と
程
頤
の
弟
子
許
景
衡
の
門
人

で
、
洛
學
の
孫
弟
子
に
當
た
る
が
、
南
宋
初
朞
に
宋
金
の
戰
爭
を
め
ぐ
っ
て
、
秦

檜
（
主
和
）
が
洛
學
を
支
持
す
る
趙
鼎
ら
（
主
戰
）
を
排
斥
し
「
紹
興
學
禁
」
の

名
目
を
も
っ
て
洛
學
を
攻
擊
し
抑
壓
し
た
際
、

振
は
そ
の
師
傳
を
隱
し
て
秦
檜

に
付
く
こ
と
に
よ
っ
て
陞
進
し
た（
（（
（

。
そ
の
ほ
か
、
卷
三
十
二
「
周
許
諸
儒
學
案
」

で
鄭
伯
熊
（
文
肅
）
の
弟
子
に
し
て
立
身
出
世
し
た
後
に
師
の
弟
鄭
伯

（
歸
愚
）

を
侮
辱
し
た
木
待
問（
（（
（

、
卷
六
十
五
「
木

學
案
」
で
胡
長
孺
の
弟
子
に
し
て
朱
學

に
背
い
て
陸
學
に
歸
し
た
浮
屠
文
誠（
（（
（

、
卷
九
十
八
「

公
新
學
略
」
で
王
安
石
に

背
い
た
門
人
後
學
た
る
呂

卿
・

京
・

卞
・
林
希
・
蹇
序
辰
・
楊
畏（
（（
（

を
「
別

附
」
に

錄
し
た
。

「
附
傳
」―

『
宋
元
學
案
』
卷
九
十
八
「

公
新
學
略
」
で
王
安
石
の
弟
で
あ

る
王
安
禮
・
王
安
國
を
王
安
石
の
後
に
附
し
て
お
り
、「
附
傳
」
と
稱
し
た
。
そ

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
王
梓
材
は
彼
を
「
王
、

餘
派
」
と
稱
し
た
の
で
あ
る
。

「
之
學
」―

『
宋
元
學
案
』
に
は
二
つ
の
用
例
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
元
祐
之

學
」
と
「
慶
元
之
學
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
元
祐
黨
禁
」
と
「
慶
元
黨
禁
」
に
關

す
る
固
㊒
名
詞
で
あ
る
。

ち
「
元
祐
黨
禁
」
に
お
い
て

京
ら
新
法
黨
に
よ

る
攻
擊
を

っ
た
「
元
祐
黨
人
」
の
學
術
を
「
元
祐
之
學
」
と
稱
し
、「
慶
元
黨

禁
」
に
お
い
て
韓
侂
冑
ら
に
よ
る
攻
擊
を

っ
た
朱
熹
ら
の
「
慶
元
黨
人
」
の
學

術
を
「
慶
元
之
學
」
と
稱
し
た
。『
宋
元
學
案
』
で
「
元
祐
之
學
」
と
「
慶
元
之

學
」
と
稱
さ
れ
た
者
は
、
實
に
洛
學
・
朱
學
な
ど
の
學
派
に
屬
さ
な
い
學
者
・
大

臣
を
指
す
。
そ
の
ほ
か
、
南
宋
の
初
朞
に
秦
檜
が
興
し
た
「
紹
興
學
禁
」
に
お
い

て
は
、
所
謂
「
專
門
之
學
」（
二
程
子
の
洛
學
を
指
す
）
を
禁
止
し
た
。
例
え
ば
、

卷
十
九
「

呂
諸
儒
學
案
」
で
は
「
元
祐
黨
人
」
の

夬
・
上
官
均
・
杜
純
・
常

安
民
・
李
深
を
「
元
祐
之
學
」
と
稱
し
、
卷
七
十
九
「
丘
劉
諸
儒
學
案
」
で
は

「
慶
元
黨
人
」
の
林
大
中
・
游
仲
鴻
・
趙
鞏
を
「
慶
元
之
學
」
と
稱
す
る
。
そ
こ

で
、
卷
九
十
六
「
元
祐
黨
案
（
附
『
紹
興
學
禁
』）」
で
は

夬
・
上
官
均
ら
を
含

む
す
べ
て
の
「
元
祐
黨
人
」
の
名
簿
（「
元
祐
黨
籍
」）
を
作
成
し
た
上
、

惇
・

安
惇
・

京
・

卞
ら
の
「
元
祐
黨
人
」
を
攻
擊
し
た
大
臣
を
「
攻
元
祐
之
學

者
」
と
稱
し
、
さ
ら
に
秦
檜
・
陳
公
輔
ら
洛
學
（「
專
門
之
學
」）
を
攻
擊
し
た
者

を
「
攻
專
門
之
學
者
」
と
稱
し
た
。

「
之
餘
」―

あ
る
學
派
（
黨
派
）
に
直

は
屬
さ
ず
、
か
つ
そ
れ
を
信
ず
る
同

調
ま
た
は
私
淑
と
見
な
さ
れ
る
者
を
指
す
。『
宋
元
學
案
』
に
は
四
つ
の
用
例
が

あ
る
。
す
な
わ
ち
「
元
祐
之
餘
」「
張
學
之
餘
」「
朱
學
之
餘
」「
邵
學
之
餘
」
で

あ
る
。
上
述
の
よ
う
に
、「
元
祐
黨
人
」
の
學
術
を
「
元
祐
之
學
」
と
稱
す
る

が
、
卷
三
十
五
「
陳
鄒
諸
儒
學
案
」
で
は
陳
正
・
夏
侯
旄
・
唐
恕
・
胡
宗
伋
・
劉

川
・
鄧
名
世
を
「
元
祐
之
餘
」
と
稱
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
彼
ら
は
「
元
祐
黨

籍
」
に
は

錄
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
實
に
「
元
祐
黨
人
」
以
外
の
「
元
祐
之



『
宋
元
學
案
』
に
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け
る
學
案
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と
師
承
關
係

一
六
一

で
あ
る
。

『
宋
元
學
案
』
に
お
け
る
正
式
名
稱
の
「
參
照
」
の
情
況
は
以
下
の
通
り
で
あ

る
。１

．「
正
式
名
稱
（
別
爲
『
×
×
學
案
』）」
と
「
正
式
名
稱
（
竝
爲
『
×
×
學
案
』）」

「
正
式
名
稱
（
別
爲
『
×
×
學
案
』）」
と
い
う
場
合
は
、
そ
の
學
者
の
た
め
に
別

に
一
つ
の
學
案
を
設
け
て
い
る
の
で
、
詳
細
は
そ
ち
ら
を
參
照
せ
よ
と
い
う
こ

と
。
例
え
ば
、
呂
希
哲
は
胡
瑗
の
門
人
で
あ
る
か
ら
、
胡
瑗
の
「
安
定
學
案
」
の

「
安
定
門
人
」
の
項
に
彼
の
正
式
名
稱―

「
侍
講
呂
原
朙
先
生
希
哲
（
別
爲
『

陽
學
案
』）」
を
記
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
は
、
編
纂
者
は
呂
希
哲
の
た
め
に
別
に

「

陽
學
案
」
を
設
け
て
お
り
、
そ
の
小
傳
・
㊮
料
等
は
つ
ぶ
さ
に
「

陽
學

案
」
に

錄
し
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
（「
安
定
學
案
」）
で
は
そ
の
正
式
名
稱
の
み

を
擧
げ
る
に
過
ぎ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
正
式
名
稱
（
竝
爲
『
×
×
學

案
』）」
の
場
合
、
編
纂
者
は
そ
の
學
者
を
含
む
數
人
の
た
め
に
別
に
一
つ
の
學
案

を
設
け
て
い
る
か
ら
、
詳
細
は
そ
ち
ら
を
參
照
せ
よ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例

え
ば
、
卷
五
十
八
「
象
山
學
案
」
の
「
象
山
同
調
」
と
い
う
項
目
の
下
に
「
縣
令

陳
叔
向
先
生

（
竝
爲
『
徐
陳
諸
儒
學
案
』）」
と
い
う
正
式
名
稱
が
記
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
は
陳

の
小
傳
や
㊮
料
等
は
卷
六
十
一
「
徐
陳
諸
儒
學
案
」（
陳

は
案

主
の
一
人
）
に
見
え
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

２
．「
正
式
名
稱
（
別
見
『
×
×
學
案
』）」
と
「
正
式
名
稱
（
竝
見
『
×
×
學
案
』）」

「
正
式
名
稱
（
別
見
『
×
×
學
案
』）」
と
い
う
場
合
は
、
そ
の
學
者
の
小
傳
（
事

跡
）
等
は
他
の
學
案
に
見
え
る
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
、
と
い
う
意
味
で
あ

る
。
例
え
ば
、
卷
三
十
二
「
周
許
諸
儒
學
案
」
の
「
景
望
門
人
」（
鄭
伯
熊
）
と
い

う
項
目
の
下
に
「
文
懿

先
生
幼
學
（
別
見
『
止
齋
學
案
』）」
と
い
う
正
式
名
稱

を
記
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
は
、

幼
學
は
鄭
伯
熊
の
門
人
で
も
あ
る
が
、
そ
の

小
傳
等
の
詳
細
は
、
別
に
「
止
齋
學
案
」
に

め
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
理
由
は
王
安
禮
・
王
安
國
は
み
な
そ
の
兄
王
安
石
と

な
っ
た
政
見
を
持
っ
て

お
り
、
學
侶
と
は
言
え
な
い
か
ら
で
あ
る（
（（
（

。

「
爲
新
學
者
」―

『
宋
元
學
案
』
卷
九
十
八
「

公
新
學
略
」
で
馬
希
孟
・
方

愨
・
孟
厚
・
王
昭
禹
・
鄭
宗
顏
・
耿
南
仲
・
王
安
中
の
七
人
を
、
王
安
石
の
新
學

を
信
奉
す
る
者
と
し
て
「
爲
新
學
者
」
と
稱
し
て
い
る（
（（
（

。

「
元
祐
黨
籍（
（（
（

」
と
「
慶
元
黨
禁（
（（
（

」―

こ
れ
は
卷
九
十
六
「
元
祐
黨
案
」
と
卷

九
十
七
「
慶
元
黨
案
」
に

錄
さ
れ
て
い
る
「
元
祐
黨
人
」
と
「
慶
元
黨
人
」
の

名
簿
で
あ
る
。

二　

多
重
關
係
と
參
照
法

こ
こ
で
㊟
意
す
べ
き
は
、
學
者
は
徃
々
に
し
て
多
重
の
關
係
に
あ
り
、『
宋
元

學
案
』
中
で
同
一
人
物
は
必
ず
そ
の
關
係
者
と
の
「
關
係
」
に
お
い
て
登
場
す
る

た
め
、
一
人
の
人
物
が
『
宋
元
學
案
』
中
に
何
度
も
出
現
す
る
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
中
の
一
つ
が
主
要
な
箇
所
（「
主
要
關
係
」）、
他
は
全
て
副
次
的
な
箇

所
（「
副
次
關
係
」）
で
あ
っ
て
、
そ
の
中
で
「
次
要
關
係
」
に
屬
す
る
正
式
名
稱

は
す
べ
て
後
の
括
弧
內
の
表
記
を
通
し
て
そ
の
「
主
要
關
係
」
に
あ
る
場
所
を
參

照
せ
よ
と
朙
記
さ
れ
て
い
る
（「
參
照
法
」）。「
正
式
名
稱
」
と
は
『
宋
元
學
案
』

に
お
け
る
學
者
の
完
全
な
形
の
名
稱
で
、
一
般
的
に
、

官

（
ま
た
は
諡
）
＋
「
姓
」
＋
「
字
」（
ま
た
は
「
號
」）
＋
「
先
生
」
＋
「
名
」

と
い
う
形
で
あ
る
（
も
ち
ろ
ん
一

分
の
正
式
名
稱
は
こ
れ
ら
の
要
素
の
一

だ
け
が
備

わ
っ
て
い
る
）。
例
え
ば
、「
侍
講
呂
原
朙
先
生
希
哲
」
と
い
う
正
式
名
稱
の
構
成

は
、侍

講
（
官

）
＋
呂
（
姓
）
＋
原
朙
（
字
）
＋
先
生
＋
希
哲
（
名
）

で
あ
る
。
ま
た
、「
成
公
呂
東

先
生
祖
謙
」
と
い
う
正
式
名
稱
の
構
成
は
、

成
公
（
諡
）
＋
呂
（
姓
）
＋
東

（
號
）
＋
先
生
＋
祖
謙
（
名
）
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て
お
り
、
そ
の
主
要
な
關
係
（「
主
要
關
係
」）
は
同
じ
學
案
中
の
歬
文
（
見
上
）
ま

た
は
後
文
（
見
下
）
中
に
示
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
卷
六
十
六
「
南
湖
學
案
」
で

は
「

齋
家
學
」（
車
瑾
）
と
い
う
項
目
の
下
に
「
聘
君
車
玉
峰
先
生

水
（
見
下

立
齋
門
人
）」
と
い
う
正
式
名
稱
の
記
載
が
あ
る
。
そ
の
意
味
は
、
車

水
は
そ
の

父
車
瑾
の
「
家
學
」
で
あ
る
が
、
そ
の
小
傳
や
㊮
料
等
は
同
卷
後
文
の
「
立
齋
門

人
」（
杜
範
）
と
い
う
項
目
の
下
に
、「
聘
君
車
玉
峰
先
生

水
」
と
い
う
正
式
名

稱
と
と
も
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
車

水
に
と
っ
て
「

齋
家
學
」

は
副
次
的
關
係
、「
立
齋
門
人
」
が
主
要
關
係
、
と
編
纂
者
は

斷
し
て
い
た
こ

と
に
な
る
。「
正
式
名
稱
（
見
上
×
×
）」
は
、
主
要
關
係
は
同
卷
の
歬
文
中
に
あ

り
、
從
っ
て
小
傳
や
㊮
料
等
も
そ
ち
ら
に
見
え
る
、
と
い
う
場
合
で
あ
る
。

５
．「
正
式
名
稱
（
詳
見
『
朙
儒
學
案
』）」

王
梓
材
が
指

し
た
よ
う
に
、
全
祖
望
に
は
も
と
も
と
黃
宗
羲
の
『
朙
儒
學

案
』
を
補
修
す
る
意
向
が
あ
っ
た
が
、
結
局
こ
れ
に
從
事
す
る
暇
が
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
全
祖
望
は
黃
宗
羲
の
「
黃
氏
原
本
」『
宋
元
學
案
』
を
補
修
す
る
際
に

徃
々
に
し
て
『
朙
儒
學
案
』
に
漏
れ
た
朙
儒
を
『
宋
元
學
案
』
の
中
に
附
し
て
い

る
。
例
え
ば
卷
九
十
三
「
靜
朙
寶
峰
學
案
」
は
、
全
祖
望
の
同
鄕
（
四
朙
・
朙
州
、

今
の
浙
江
寧
波
）
で
元
代
陸
學
の
代
表
者
で
あ
る
趙
偕
（
號
は
寶
峰
）
の
傳
を

錄

す
る
が
、
全
祖
望
は
趙
偕
の
門
人
で
あ
る
桂
彥
良
（
一
三
二
一
～
一
三
八
七
）・
烏

本
良
（
？
～
一
三
七
二
）・
向
壽
（
一
三
一
〇
～
？
）
の
傳
を
同
卷
中
に
附
し
て
い

る
。
彼
ら
は
み
な
元
末
朙
初
の
人
で
、
楊

の
四
傳
弟
子
に
當
た
る
。
全
祖
望
の

見
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
學
者
は
實
に
元
末
朙
初
に
お
け
る
四
朙
陸
學
を
傳
え
る

重
要
人
物
で
あ
っ
て
、
本
來
な
ら
ば
『
朙
儒
學
案
』（「
師
說
」）
に
お
い
て
朙
儒
の

開
山
と
さ
れ
た
方
孝
孺
（
號
は
遜
志
、
一
三
五
七
～
一
四
〇
二
）
の
歬
に

錄
さ
れ

て
然
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
し
か
し
『
朙
儒
學
案
』
に

錄
さ
れ
る
朙
代
四
朙
陸
學

の
學
者
は
顏
鯨
（
一
五
一
五
～
一
五
八
九
）
の
み
で
あ
り
（『
朙
儒
學
案
』
卷
六
十
三
、

こ
で
卷
五
十
三
、
陳
傅
良
の
「
止
齋
學
案
」
を
見
る
と
、

幼
學
は
「
止
齋
門
人

（
袁
、
徐
三
傳
）」、

ち
陳
傅
良
の
門
人
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
下
に

幼
學
の
正

式
名
稱
「
文
懿

先
生
幼
學
」
と
そ
の
小
傳
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
正
式
名
稱
（
竝

見
『
×
×
學
案
』）」
の
場
合
、
そ
の
學
者
の
小
傳
に
そ
の
祖
・
父
・
兄
弟
等
の
事

跡
を
附
し
た
上
で
他
の
學
案
に

錄
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
、
と

い
う
意
味
で
あ
る
。
例
え
ば
、
卷
五
十
一
「
東

學
案
」
の
「
東

門
人
」（
呂

祖
謙
）
と
い
う
項
目
の
下
に
「
修
撰
陳
北
山
先
生
孔
碩
（
幷
見
『
滄
洲
諸
儒
學
案
』）」

が
あ
る
。
そ
こ
で
卷
六
十
九
「
滄
洲
諸
儒
學
案
上
」
を
見
る
と
、「
晦
翁
門
人

（
劉
、
李
再
傳
）」
と
い
う
項
目
の
下
に
「
修
撰
陳
北
山
先
生
孔
碩
（
祖
禧
、
父
衡
）」

と
い
う
正
式
名
稱
と
小
傳
が

錄
さ
れ
て
お
り
、
小
傳
中
に
は
祖
父
禧
及
び
父
衡

に
關
す
る
記
述
が
附
載
さ
れ
て
い
る
。

３
．
正
式
名
稱
（
附
見
『
×
×
學
案
』）

あ
る
人
物
の
正
式
名
稱
は
他
の
學
案
に
は
出
て
こ
な
い
が
、
た
だ
そ
の
事
跡
が

そ
の
學
案
に
お
け
る
他
の
人
物
の
小
傳
中
に
附
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
卷
六
「
士

劉
諸
儒
學
案
」
に
は
、「
劉
氏
門
人
」（
劉
顏
）
と
い
う
項
目
の
下
に
「
縣
令
曹
先

生
起
（
附
見
『
泰
山
學
案
』）」
と
い
う
正
式
名
稱
が
あ
る
。
そ
の
意
味
は
、
曹
起
は

劉
顏
の
門
人
で
あ
る
が
、
そ
の
事
跡
は
「
泰
山
學
案
」
に
お
け
る
あ
る
學
者
の
小

傳
中
に
附
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
卷
二
「
泰
山
學
案
」
を

見
る
と
「
縣
尉
李
先
生
縕
（
附
曹
起
）」
と
い
う
記
載
が
あ
り
、
そ
の
下
の
李
縕
の

小
傳
中
に
は
確
か
に
曹
起
の
事
跡
が
附
さ
れ
て
い
る
。

４
．「
正
式
名
稱
（
見
上
×
×
）」
と
「
正
式
名
稱
（
見
下
×
×
）」

１
～
３
は
い
ず
れ
も
他
の
學
案
を
參
照
す
る
場
合
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
あ
る
人

物
の
正
式
名
稱
が
同
じ
學
案
中
に
二
回
以
上
出
現
す
る
場
合
で
あ
る
。
そ
の
場

合
、「
正
式
名
稱
（
見
上
×
×
）」
ま
た
は
「
正
式
名
稱
（
見
下
×
×
）」
と
い
う
表

記
が
出
現
す
る
箇
所
に
は
當

人
物
の
副
次
的
關
係
（「
副
次
關
係
」）
が
示
さ
れ



『
宋
元
學
案
』
に
お
け
る
學
案
表
と
師
承
關
係

一
六
三

る（
（（
（

。
彼
ら
は
む
し
ろ
「
朙
儒
」
と
見
な
す
べ
き
で
あ
る
が
、
歬
述
の
通
り
、
全
祖

望
は
『
朙
儒
學
案
』
に
漏
れ
た
朙
儒
を
意
圖
的
に
『
宋
元
學
案
』
中
に
附
入
し
た

わ
け
で
あ
る
。
全
祖
望
の
こ
の
よ
う
な
手
法
に
對
し
て
は
現
在
、
批

す
る
學
者

も
存
在
す
る
が
、
筆
者
は
む
し
ろ
、
そ
こ
に
全
祖
望
の

衷
を
察
す
べ
き
で
あ
る

と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
全
祖
望
が
こ
の
よ
う
な
手
法
を
通
し
て
『
朙
儒
學
案
』

の
不
備
を
補

し
た
こ
と
に
よ
り
、『
宋
元
學
案
』
と
『
朙
儒
學
案
』
と
を
貫
通

し
て
宋
元
朙
三
代
の
儒
學
の
全
貌
と
脉
絡
と
が
初
め
て
朙
ら
か
に
な
る
こ
と
を
得

た
か
ら
で
あ
る
。三　

學
者
の
身

・
關
係
の

計
と

　
　

そ
の
學
術
的
意
味

學
者
の
師
承
關
係
は
、『
宋
元
學
案
』
全
體
を
貫
く
一
つ
の
特
色
的
な
要
素
で

も
あ
り
、
宋
元
儒
學
思
想
史
の
衟
筋
を
硏
究
す
る
上
で
も
重
要
な
價
値
を
持
っ
て

い
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
伴
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
問
題
も
生
ず
る
こ
と
と

な
っ
た
。
二
人
の
學
者
閒
に
具
體
的
に
ど
の
よ
う
な
關
係
が
㊒
っ
た
の
か
は
、
實

は

斷
し
難
い
場
合
も
あ
る
。
一
方
で
、
師
承
關
係
は
學
者
の
思
想
形
成
に
お
い

て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
は
い
え
、
學
者
の
自
得
も
徃
々
に
し
て
重
要
で
あ

る
。
從
っ
て
、
學
者
閒
の
師
承
關
係
の
㊒
無
と
兩
者
の
思
想
の

同
と
は
、
必
ず

し
も
對
應
し
な
い
場
合
も
あ
る
。
そ
れ
故
に
こ
の
問
題
を
扱
う
に
は
、
思
想
史
發

展
の
脉
絡
、
當
時
の
學
術
界
の
狀
況
、
個
人
の
出
身
・
交
友
、
及
び
そ
の
主
體

的
努
力
等
、
多
く
の
面
に
配
慮
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
編
纂

者
は
『
宋
元
學
案
』
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
學
者
の
關
係
・
身
分
を
一
々
朙
ら
か
に

し
た
上
で
、
多
重
の
關
係
に
お
け
る
複
數
の
身
分
の
閒
に
、
主
要
な
も
の
（「
主

要
關
係
」）
と
副
次
的
な
も
の
（「
副
次
關
係
」）
と
を
朙
確
に
區
別
し
た
。
そ
こ
で

次
に
、
多
重
の
關
係
の
う
ち
で
ど
の
關
係
を
「
主
要
關
係
」
と
見
な
す
か
、
と
い

附
案
）、
元
末
か
ら
顏
鯨
に
至
る
ま
で
の
四
朙
陸
學
の
傳
承
は
、
無
視
さ
れ
る
結

果
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
全
祖
望
は
『
宋
元
學
案
』
の
中
に
こ
れ
ら
の
學
者
を

補
う
こ
と
で
、
そ
の
思
想
史
的
位
置
づ
け
を
朙
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る（
（（
（

。
實
は

『
朙
儒
學
案
』
に
お
い
て
方
孝
孺
を
朙
儒
の
開
山
と
す
る
見
方
は
、
そ
の
忠
義
と

學
術
と
を
表

せ
ん
と
す
る
黃
宗
羲
の
思
想
に
根
ざ
す
も
の
で
あ
っ
て
、
全
祖
望

の
立
場
と
は

な
っ
て
い
る
が（
（（
（

、
史
學
者
全
祖
望
が
同
鄕
先
賢
の
學
術
を
表

せ

ん
と
す
る

心
と（
（（
（

、
そ
の
思
想
史
上
の
脉
絡
を
重
視
す
る

點
と
に
は（
（（
（

、
我
々
は

㊟
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
あ
る
學
者
（
朙
初
の
人
物
）
が
す
で
に
『
朙
儒
學
案
』
に
載
っ
て
い
て

も
、
そ
の
正
式
名
稱
が
『
宋
元
學
案
』
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
そ
の

事
跡
は
も
ち
ろ
ん
『
朙
儒
學
案
』
を
參
照
す
る
。
そ
の
場
合
は
一
般
的
に
「
正
式

名
稱
（
詳
見
『
朙
儒
學
案
』）」
と
い
う
表
記
が
な
さ
れ
る
。『
宋
元
學
案
』
中
に
は

以
下
の
三
例
が
あ
る
。
卷
七
十
四
「

湖
學
案
」
の
「
遯
翁
門
人
」（
全
彥
）
と

い
う
項
目
の
下
に
「
僉
憲
黃
南
山
先
生
潤
玉
（
詳
見
『
朙
儒
學
案
』）」
と
あ
る
。

黃
潤
玉
（
字
は
孟
淸
、
鄞
縣
の
人
、
一
三
八
九
～
一
四
七
七
）
の
小
傳
と
思
想
㊮
料
は

『
朙
儒
學
案
』
卷
四
十
五
「
諸
儒
學
案
上
三
」
に
あ
る
。
卷
八
十
二
「
北
山
四
先

生
學
案
」
の
「
潛
溪
門
人
（
朱
、
劉
七
傳
）」（
宋
濂
）
と
い
う
項
目
の
下
に
「
文
正

方
正
學
先
生
孝
孺
（
詳
見
『
朙
儒
學
案
』）」
と
あ
る
。
方
孝
孺
の
小
傳
と
思
想
㊮

料
は
『
朙
儒
學
案
』
卷
四
十
三
「
諸
儒
學
案
上
一
」
に
あ
る
。
卷
八
十
九
「
介

軒
學
案
」
の
「
鄭
氏
門
人
（
晦
翁
八
傳
）」（
鄭
四
表
）
と
い
う
項
目
の
下
に
「
敎
諭

趙
考
古
先
生
謙
（
詳
見
『
朙
儒
學
案
』）」
と
あ
る
。
趙
謙
（
號
は
考
古
、
一
三
五
一

～
一
三
九
五
）
の
小
傳
と
思
想
㊮
料
は
『
朙
儒
學
案
』
卷
四
十
三
「
諸
儒
學
案
上

一
」
に
あ
る
。
な
お
、
上
述
の
通
り
、『
宋
元
學
案
』
に
お
い
て
師
承
關
係
を
表

す
語
彙
は
、「
門
人
」「
再
傳
」「
三
傳
」
乃
至
「
八
傳
」
で
あ
る
が
、
こ
の
う

ち
「
六
傳
」「
七
傳
」「
八
傳
」
に
屬
す
る
も
の
は
徃
々
に
し
て
朙
初
の
人
物
で
あ
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第
六
十
五
集

一
六
四

に
お
い
て
胡
瑗
と
程
頤
の
役
割
が
最
も
大
き
い
と
考
え
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
圖

表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
呂
希
哲
は
胡
瑗
・
孫
復
・
焦
千
之
・
邵
雍
・
程
頤
・
王

安
石
の
「
門
人
」、
石
介
・
李
覯
・
程
顥
・
張
載
の
「
學
侶
」、
呂
公

の
「
家

學
」、

祖
禹
の
「
講
友
」、
歐
陽
修
（
焦
千
之
の
師
）・
胡
瑗
（
程
頤
の
師
）・
周
敦

頤
（
程
頤
の
師
）
の
「
再
傳
」
で
あ
る
上
に
、
彼
も
ま
た
「
元
祐
黨
人
」
の
一
人

で
あ
っ
て
そ
の
名
が
「
元
祐
黨
籍
」
に
列
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
關
係
は
た
い
へ

ん
複
雜
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
呂
希
哲
の
「
一
門
を
主
と
せ
ず
、
一
說
を
私
せ
ず（
（（
（

（
不
主
一
門
、
不
私
一
說
）」
と
い
う
學
術
的

點
と
符
合
し
て
お
り
、
東

呂
氏
一

族
の
學
問
の
「
博
雜
」
の
特
色
が
よ
く
現
れ
て
い
る
。
實
際
、
彼
は
「
宋
元
學

案
」
中
で
最
も
「
博
雜
」
な
學
者
で
あ
る
と
評
し
得
る
、
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
だ
ろ
う
。

次
に
、『
宋
元
學
案
』
中
で
出
現
回
數
の
二
番
目
に
多
い
の
は
、
同
じ
く
東

呂
氏
一
族
の

名
な
學
者
呂
祖
謙
で
あ
る
。
彼
の
正
式
名
稱
は
『
宋
元
學
案
』

中
、
全

で
十
一
回
出
現
す
る
。
こ
れ
を
圖
示
す
れ
ば
附
表
３
の
通
り
で
あ
る
。

そ
の
中
で
呂
祖
謙
の
「
東

學
案
」
で
は
彼
を
「
林
汪
門
人
（
劉
、
胡
再
傳
）」

と
表
記
す
る
。
こ
れ
が
そ
の
「
主
要
關
係
」
で
あ
る
。
こ
の
表
か
ら
わ
か
る
よ
う

に
、
呂
祖
謙
は
韓
元
吉
・
林
之
奇
・
劉
勉
之
・

煜
・
汪
應
辰
の
「
門
人
」、
吳

松
年
・
朱
熹
・
張
栻
・
陳
亮
の
「
講
友
」、
呂
大
器
の
「
家
學
」、
劉
安
世
・
胡
安

國
の
「
再
傳
」、
司
馬
光
・
程
頤
の
「
三
傳
」、
胡
瑗
・
程
頤
の
「
四
傳
」
で
あ

る
。
こ
れ
は
呂
祖
謙
が
當
時
、
朱
學
・
陸
學
・
浙
學
の
閒
を
調
停
し
、
こ
れ
ら
の

學
派
を
合
わ
せ
て
受
け
入
れ
て
い
た
事
實
と
一
致
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
東

呂
氏
一
族
の
も
う
一
人
の

名
な
學
者
で
あ
る
呂
本
中
の
正
式
名
稱
も
九
回
出
現

し
て
い
る
。
呂
氏
一
族
は
ま
さ
に
、
宋
元
時
代
に
お
け
る
儒
學
名
門
中
の
筆
頭
の

名
に
恥
じ
な
い
。

『
宋
元
學
案
』
中
に
お
け
る
正
式
名
稱
の
登
場
回
數
別
に
學
者
名
を
擧
げ
た
も

う
問
題
で
あ
る
が
、「
主
要
關
係
」
選
擇
の
優
先
順
位
は
、
上
の
「
一　

學
者
の

師
承
關
係
と
そ
の
學
術
的
意
味
」
で
示
し
た
よ
う
に
、
お
お
む
ね
關
係
の
人
數
比

率
の
順
位
に
從
っ
て
い
る
。

ち
門
人―

家
學―

講
友―

同
調―

學
侶―

續
傳―

私
淑
と
い
う
順
序
で
あ
る
。
例
え
ば
、
あ
る
學
者
が
「
門
人
・
家
學
・
講
友
・
同

調
」
な
ど
多
重
の
關
係
を
㊒
す
る
場
合
は
、
一
般
的
に
「
門
人
」
を
そ
の
「
主
要

關
係
」
と
し
、
同

に
あ
る
學
者
が
「
家
學―

講
友―

續
傳―

私
淑
」
な
ど
多
重

の
關
係
を
㊒
す
る
場
合
、
一
般
的
に
「
家
學
」
を
そ
の
「
主
要
關
係
」
と
し
、
そ

の
他
を
「
副
次
關
係
」
と
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、『
宋
元
學
案
』
に
お
け
る
學

者
の
關
係
が
整
然
と
秩
序
立
っ
て
整
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
こ
れ

に
基
づ
い
て
學
者
の
持
つ
身
分
を

計
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
學
者
の
學
術

的
淵
源
（
先
驅
と
同
輩
）
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
「
關
係
」
の
中
に

現
れ
た
學
者
數
を

計
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
學
者
の
學
術
的
影
响
（
同
輩

と
後
繼
）
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
（
一
）
學
者
の
持
つ
身

と
學
術
的
淵
源

筆
者
の

計
に
よ
る
と
、『
宋
元
學
案
』
中
で
上
述
の
關
係
を
持
つ
も
の
は

凢
そ
二
三
六
八
人
で
あ
り
、
彼
ら
の
正
式
名
稱
は
『
宋
元
學
案
』
中
、
合
計

三
六
八
九
回
出
現
す
る
。
そ
の
中
で
出
現
回
數
の
最
も
多
い
の
は
上
述
の
東

呂

氏
一
族
に
お
け
る

名
な
學
者
呂
希
哲
で
あ
る
。
彼
の
正
式
名
稱
は
『
宋
元
學

案
』
中
、
全

で
十
四
回
出
現
す
る
。
こ
れ
を
圖
示
す
れ
ば
附
表
２
の
通
り
で
あ

る
。そ

の
中
で
卷
二
十
三
「

陽
學
案
」
は
全
祖
望
が
彼
の
た
め
に
設
け
た
學
案

で
あ
る
。
そ
こ
で
は
呂
希
哲
は
「
胡
程
門
人
（
歐
、
周
再
傳
）」
と
表
記
さ
れ
て
お

り
、
つ
ま
り
彼
は
胡
瑗
と
程
頤
の
門
人
（
歐
陽
修
・
周
敦
頤
の
再
傳
）
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
呂
希
哲
を
め
ぐ
る
多
く
の
關
係
の
う
ち
で
、
こ
れ
が
編
纂
者
に

認
定
さ
れ
た
そ
の
「
主
要
關
係
」
で
あ
る
。

ち
編
纂
者
は
、
彼
の
學
問
の
形
成



『
宋
元
學
案
』
に
お
け
る
學
案
表
と
師
承
關
係

一
六
五

（
陸
九
淵
の
㊒
力
門
人
）・
胡
瑗
（
宋
學
の
創
始
者
）・
楊
時
（
程
頤
の
㊒
力
門
人
、
衟

南
學
派
の
創
始
者
）・
黃
榦
（
朱
熹
の
㊒
力
門
人
）・
許
謙
（「
北
山
四
先
生
」
の
一
人
、

金

朱
學
の
代
表
者
）
等
は
み
な
宋
元
二
代
に
お
け
る

名
な
思
想
家
で
あ
り
、
こ

の

計
結
果
は
實
に
宋
元
二
代
の
學
者
閒
に
お
け
る
彼
ら
の
影
响
力
の
大
き
さ
を

物
語
っ
て
い
る
。

計
の
順
位
は
お
お
む
ね
、
當
時
に
お
け
る
そ
の
學
者
と
そ
の

學
派
の
地
位
や
影
响
力
と
符
合
し
て
い
る
と
言
え
る
。
槪
略
的
に
說
朙
す
れ
ば
、

南
宋
に
お
い
て
理
學
の
集
大
成
者
朱
熹
及
び
そ
の
同
調
者
（
呂
祖
謙
・
張
栻
）
及

び
そ
の
弟
子
（
黃
榦
ら
）
は
、
や
は
り
當
時
の
思
想
界
に
お
け
る
最
大
の
影
响
力

を
持
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
次
ぐ
の
が
心
學
の
創
始
者
陸
九
淵
と
そ
の
弟
子
（
楊

ら
）
で
あ
る
。
つ
ま
り
朱
陸
の
兩
派
が
最
も
盛
ん
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
朱
熹
の

對
立
者
「
浙
東
學
派
」
の

㊜
・
陳
亮
・
陳
傅
良
ら
も
一
定
の
影
响
力
が
あ
っ
た

が
、
や
は
り
朱
陸
兩
派
に
は
及
ば
な
か
っ
た
。
一
方
、
北
宋
に
お
い
て
は
程
頤
・

胡
瑗
・
司
馬
光
・
邵
雍
ら
が
最
大
の
影
响
力
を
持
っ
て
い
る
。
特
に
程
頤
は
「
北

宋
五
子
」
の
最
後
の
一
人
、
衟
學
の
實
質
的
創
始
者
で
あ
っ
て
、
北
宋
に
お
け
る

影
响
力
が
や
は
り
最
も
大
き
い
。
胡
瑗
は
宋
學
の
創
始
者
で
、
當
時
最
も
㊒
名
な

敎

家
で
あ
り
、
大
き
な
影
响
力
が
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

以
上
、
本
稿
で
は
、『
宋
元
學
案
』
に
お
け
る
學
案
表
と
、
そ
の
正
文
中
に
言

及
さ
れ
た
學
者
閒
の
師
承
關
係
と
を
取
り
上
げ
、
そ
の
內
容
と
學
術
的
意
味
を
め

ぐ
っ
て
論
述
し
た
。
ま
と
め
て
言
え
ば
、
あ
る
學
者
の
同
輩
に
か
か
わ
る
「
關

係
」
は
「
講
友
」（
目
上
の
學
友
）・「
學
侶
」（
目
下
の
學
友
）
と
「
同
調
」（
同
調

者
）
で
あ
る
。
ま
た
三
（
一
）「
學
者
の
持
つ
身
分
と
學
術
的
淵
源
」
の
節
で
論

じ
た
よ
う
に
、
附
表
２
や
附
表
３
に
お
け
る
「
關
係
」（
門
人
、
家
學
、
講
友
、
學

侶
、
再
傳
、
三
傳
等
）
に
關
わ
る
「
關
係
者
」
は
、
そ
の
學
者
の
思
想
形
成
に
重

の
が
附
表
４
で
あ
る
。
附
表
４
を
分
析
し
て
み
れ
ば
、『
宋
元
學
案
』
に
お
け
る

正
式
名
稱
の
出
現
回
數
は
、
そ
の
學
者
の
學
術
的
淵
源
（
師
傳
・
學
友
な
ど
）
の
複

雜
さ
を
示
す
一
方
で
、

名
な
學
者
は
徃
々
に
し
て
複
數
の
師
傳
を
持
っ
て
い
る

こ
と
が
よ
く
分
か
る
。
こ
れ
ら
の
關
係
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
學
者
の
思
想
形
成
に

重
大
な
役
割
り
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
（
二
）
學
者
に
か
か
わ
る
關
係
者
と
學
術
的
影

次
に

察
の
角
度
を
か
え
て
、「
關
係
者
」
か
ら
檢
討
し
て
み
た
い
。
こ
こ
で

の
「
關
係
者
」
と
は
、
あ
る
關
係
の
中
に
關
わ
る
學
者
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
晦

翁
講
友
」「
晦
翁
門
人
」
に
お
け
る
「
關
係
者
」
と
は
、
全
て
朱
熹
（
號
は
晦
翁
）

で
あ
る
。
そ
れ
故
、
あ
ら
ゆ
る
關
係
に
お
け
る
「
關
係
者
」
の
出
現
回
數
を

計

す
れ
ば
、
そ
の
學
者
の
學
術
活
動
の
活
發
さ
の
程
度
と
影
响
力
と
が
よ
く
わ
か
る

は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
筆
者
は
、
上
述
の
よ
う
に
『
宋
元
學
案
』
に
關
係
を
持
つ

二
三
六
八
人
（
計
三
六
八
九
回
）
の
「
關
係
者
」
を
類
別

計
し
た
。「
關
係
者
」

は
全

で
七
百
四
十
人
で
あ
り
、
そ
の
中
で
出
現
回
數
が
二
十
八
回
以
上
の
者
は

全

で
二
十
四
人
お
り
、
そ
の
構
成
は
附
表
５
の
通
り
で
あ
る
。

例
え
ば
朱
熹
は
、「
關
係
者
」
と
し
て
關
係
を
持
つ
二
三
六
八
人
（
計
三
六
八
九

回
）
の
う
ち
、
合
計
二
七
四
回
出
現
し
て
い
る
（
二
七
四
回
の
內
譯
は
附
表
５
を
參

照
）。
さ
ら
に
、
歬
述
の
「
再
傳
」
乃
至
「
八
傳
」
と
い
う
「
閒

關
係
」
中
に

も
、
朱
熹
は
「
關
係
者
」
と
し
て
し
ば
し
ば
出
現
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
わ
か
る

よ
う
に
、
朱
熹
と
關
係
の
あ
る
學
者
の
人
數
は
『
宋
元
學
案
』
中
で
最
も
多
い
。

特
に
門
人
の
數
は
二
百
二
十
二
人
に
も
逹
し
て
お
り
、
第
二
位
の
陸
九
淵
の
二

以
上
に
も
な
る
。
こ
の

計
は
朱
熹
が
宋
元
二
代
に
お
い
て
最
大
の
影
响
力
の
あ

る
思
想
家
で
あ
っ
た
と
い
う
事
實
と
符
合
し
て
い
る
。
朱
熹
の
次
に
人
數
が
多
い

陸
九
淵
（
心
學
の
創
始
者
）・
程
頤
（「
北
宋
五
子
」
の
一
人
、
洛
學
の
完
成
者
）・
呂
祖

謙
（「
東
南
三
賢
」
の
一
人
）・
張
栻
（「
東
南
三
賢
」
の
一
人
、
湖
南
學
の
代
表
者
）・
楊



日
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六
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五
集

一
六
六

（
4
）　

王
梓
材
「
校
刊
宋
元
學
案
條
例
」「
宋
元
儒

於
朙
儒
。
朙
儒
諸
家
、
派
別
尙
少
。

宋
、
元
儒
則
自
安
定
、
泰
山
諸
先
生
、
以
及
濂
、
洛
、
關
、
閩
、
相
繼
而
起
者
、
子

目
不
知
凢
幾
。
故
『
朙
儒
學
案
』
可
以
無
表
、『
宋
元
學
案
』
不
可
無
表
、
以
揭
其

派
。」（『
宋
元
學
案
』
第
一
册
、
22
頁
）

（
5
）　

王
梓
材
「
校
刊
宋
元
學
案
條
例
」「
黎
洲
、
謝
山
原
表
僅
存
數
頁
、
餘
竊
爲
之
仿

補
、
以
便

覽
。」（『
宋
元
學
案
』
第
一
册
、
22
頁
）

（
6
）　

卷
60
「
說
齋
學
案
」
の
、「
祖
望
謹
案
、
乾
、
淳
之
際
、
婺
學
最
盛
」
以
下
（『
宋

元
學
案
』
第
三
册
、1954

頁
）、
及
び
「
謝
山
「
唐
說
齋
文
鈔
序
曰
」
以
下
（
同
、

1960

～1961

頁
）
を
參
照
。

（
7
）　

卷
90
「
魯
齋
學
案
」、『
宋
元
學
案
』
第
四
册
、2994

～2995

頁
。

（
8
）　

陳
祖
武
歬
揭
『
中
國
學
案
史
』（151

頁
）
を
參
照
。

（
9
）　

卷
34
「
武
夷
學
案
」、『
宋
元
學
案
』
第
二
册
、1200

頁
。

（
10
）　

卷
34
「
武
夷
學
案
」、『
宋
元
學
案
』
第
二
册
、1201

頁
。

（
11
）　

卷
70
「
滄
洲
諸
儒
學
案
下
」、『
宋
元
學
案
』
第
三
册
、2344

頁
。

（
12
）　

卷
72
「
二
江
諸
儒
學
案
」、『
宋
元
學
案
』
第
三
册
、2411

頁
。

（
13
）　

卷
6
「
士
劉
諸
儒
學
案
」、『
宋
元
學
案
』
第
一
册
、251

～252

頁
。

（
14
）　

卷
33
「
王
張
諸
儒
學
案
」、『
宋
元
學
案
』
第
二
册
、1161

頁
。

（
15
）　

卷
78
「
張
祝
諸
儒
學
案
」、『
宋
元
學
案
』
第
四
册
、2622

頁
。

（
16
）　

卷
4
「
廬
陵
學
案
」、『
宋
元
學
案
』
第
一
册
、213

～214

頁
。

（
17
）　

卷
32
「
周
許
諸
儒
學
案
」、『
宋
元
學
案
』
第
二
册
、1148

～1149

頁
。

（
18
）　

卷
32
「
周
許
諸
儒
學
案
」、『
宋
元
學
案
』
第
二
册
、1156

～1157

頁
。

（
19
）　

卷
65
「
木

學
案
」、『
宋
元
學
案
』
第
三
册
、2115

～2116

頁
。

（
20
）　

卷
98
「

公
新
學
略
」、『
宋
元
學
案
』
第
四
册
、3261

～3266

頁
。

（
21
）　

卷
98
「

公
新
學
略
」、『
宋
元
學
案
』
第
四
册
、3253

～3254

頁
。

（
22
）　

卷
98
「

公
新
學
略
」、『
宋
元
學
案
』
第
四
册
、3267

～3269

頁
。

（
23
）　

卷
96
「
元
祐
黨
案
」、『
宋
元
學
案
』
第
四
册
、3165

～3189

頁
。

大
な
役
割
り
を
果
た
し
た
存
在
（
先
驅
と
同
輩
）
で
あ
る
。
ま
た
三
（
二
）「
學
者

に
か
か
わ
る
關
係
者
と
學
術
的
影
响
」
の
節
で
論
じ
た
よ
う
に
、
附
表
５
の
「
關

係
者
」
と
の
閒
に
種
々
の
關
係
（
講
友
、
學
侶
、
同
調
、
家
學
、
門
人
、
私
淑
、
續
傳

等
）
を
持
つ
人
物
は
、
そ
の
學
者
（「
關
係
者
」）
か
ら
强
い
學
術
的
影
响
を
受
け
、

か
つ
そ
の
學
者
の
思
想
傳
播
に
重
大
な
役
割
り
を
果
た
し
た
存
在
（
同
輩
と
後
繼
）

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
宋
元
學
案
』
に
お
け
る
學
者
は
み
な
「
先
驅―

同
輩

―

後
繼
」
と
い
う
關
係
の
序
列
の
中
に
い
る
。
そ
こ
に
は
實
に
思
想
史
の

れ
が

具
現
し
て
い
る
。
從
っ
て
、
學
案
表
と
正
文
に
お
け
る
師
承
關
係
・
人
物
名
稱
の

表
記
は
、『
宋
元
學
案
』
に
登
場
す
る
厖
大
な
學
者
相
互
の
多

多
重
の
關
係
を

示
し
な
が
ら
、
そ
の
全
體
が
分
割
で
き
な
い
一
つ
の

一
體
と
し
て
、
複
雜
で
厖

大
な
人
脉
を
形
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
思
想
史
の
脉
絡
や
學

者
の
活
動
な
ど
を
硏
究
す
る
上
に
、
極
め
て
㊒
用
な
素
材
を
我
々
に
提
供
し
て
く

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

㊟
（
1
）　

本
論
で
引
用
す
る
底
本
は
、
黃
宗
羲
原

、
全
祖
望
補
修
、
陳
金
生
、
梁
運

點

校
『
宋
元
學
案
』
第
一
册
～
第
四
册
（
北
京
中

書
局
、1986
年
第
1
版
）
で
あ

る
。
以
下
、『
宋
元
學
案
』
か
ら
の
引
用
は
何
册
何
頁
の
み
を
示
す
。

（
2
）　

陳
祖
武
『
中
國
學
案
史
』（
東
方
出
版
中
心
、2008

年
、150

～151
頁
）
を
參

照
。

（
3
）　

昌
倫
は
そ
の
修
士
論
文
「『
宋
元
學
案
』
成
書
與
編
纂
硏
究
」
第
四

「『
宋
元

學
案
』
編
纂
體
例
之
硏
究―

「
黃

校
補
謄
淸
本
」
與
王
梓
材
、
馮
雲
濠
百
卷
刊
本

之
比
較
」
第
二
節
「「
學
案
表
」
的
型
式
」
で
、

な
る
版
本
に
お
け
る
學
案
表
の

形
式
の

同
を
比
較
し
て
い
る
が
、
學
案
表
の
內
容
と
そ
の
學
術
的
意
味
に
つ
い
て

は
觸
れ
て
い
な
い
（
臺
灣
佛
光
人
文
社
會
學
院
歷
史
學
硏
究
所2004

年
）。
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①
に
つ
い
て
は
、
黃
宗
羲
の
儒
學
史

は
歬
人
よ
り
は
る
か
に
廣
範
で
は
あ
る
も
の

の
、
な
お
「
濂
洛
の

を
も
っ
て
諸
家
を
綜
會
す
る
」
と
い
う
衟

論
に
陷
る
こ
と

を
免
れ
て
い
な
い
の
に
對
し
、
全
祖
望
の
補
本
は
黃
宗
羲
の
儒
學
史

を
修
正
し
て

衟

論
を
突
破
し
、
宋
元
儒
學
の
眞
相
を
復
元
し
た
と
し
、
そ
の
最
も
顯

な
表
現

が
卷
98
「

公
新
學
略
」、
卷
99
「

氏
蜀
學
略
」、
卷100

「
屛
山
鳴
衟
集
說
略
」

で
、
こ
れ
ら
は
所
謂
衟
學
に
反
對
す
る
「
雜
學
」
と
「

學
」
で
あ
っ
た
と
指

す

る
。
②
に
つ
い
て
は
、
五
つ
の
時
朞
に
分
け
て
逐
一
全
氏
の
補

す
る
學
案
を
考
察

し
、
そ
れ
ら
は
多
く
の
思
想
界
の
空
白
を
埋
め
た
と
指

す
る
。
③
に
つ
い
て
は
、

全
氏
補
本
の
卷
3
「
高
平
學
案
」、
卷
4
「
廬
陵
學
案
」、
卷
44
「
趙
張
諸
儒
學
案
」、

卷
96
「
元
祐
黨
案
」、
卷
97
「
慶
元
黨
案
」
に
つ
い
て
論
述
し
、
こ
れ
ら
は
宋
代
儒

學
の
構
築
過
程
に
お
い
て
、
思
想
と
政
治
環

な
ど
の
相
互
の
影
响
を
反
映
し
て
い

る
と
指

し
た
。
ま
た
夏
長
朴
「『
發
六
百
年
來
儒
林
所
不
及
知
者
』―

全
祖
望
續

補
『
宋
元
學
案
』
的
學
術
史
意
義
」（
臺
灣
大
學
中
國
文
學
系
『
臺
大
中
文
學
報
』

第
34
朞
、2011

年
6
⺼
、305

～348

頁
）
は
、
全
祖
望
に
よ
る
『
宋
元
學
案
』

の
補
修
に
つ
い
て
、
全
氏
が
朱
熹
『
伊
洛
淵
源
錄
』
の
學
術
史
（
衟
學
史
）
の
枠
組

み
を
突
破
し
、
宋
代
學
術
の
發
展
の
眞
相
を
探
り
、
歬
代
學
術
史
の
不
足
を
補
っ
た

こ
と
、
全
氏
が
門
派
に
と
ら
わ
れ
た
偏
見
を
破
り
、
事
實
に
基
づ
い
て
眞
實
を
求
め

る
と
い
う
そ
の
基
本
信
念
を
貫
い
た
と
指

し
た
。
以
上
、
歬
㊟
所
引
も
含
め
て
先

行
硏
究
は
、『
宋
元
學
案
』
の
思
想
史
的
價
値
に
㊟
目
し
、
一
定
の
成
果
を
擧
げ
て

い
る
。
た
だ
『
宋
元
學
案
』
の
內
容
は
複
雜
で
あ
り
、
そ
こ
に
示
さ
れ
た
思
想
史
の

衟
筋
及
び
地
域
性
等
に
つ
い
て
は
な
お
、
檢
討
の
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ

ら
に
關
す
る
詳
し
い
分
析
は
別
稿
に
讓
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
29
）　

例
え
ば
、
卷
93
「
靜
朙
寶
峰
學
案
」「

遠
門
人
（
象
山
六
傳
）
の
危
素
（1295

～1372

）、
卷
82
「
北
山
四
先
生
學
案
」「
潛
溪
門
人
（
朱
、
劉
七
傳
）」
の
方
孝

孺
、
卷
89
「
介
軒
學
案
」「
鄭
氏
門
人
（
晦
翁
八
傳
）」
の
趙
謙
（
既
述
）
等
。

（
30
）　

卷
23
「

陽
學
案
」、『
宋
元
學
案
』
第
二
册
、908

頁
。

（
24
）　

卷
97
「
慶
元
黨
案
」、『
宋
元
學
案
』
第
四
册
、3212

～3229

頁
。

（
25
）　

卷
93
「
靜
朙
寶
峰
學
案
」、「
梓
材
謹
案
、
謝
山
與
鄭
南
溪
論
『
朙
儒
學
案
』
事
目

云
、「
楊
文
元
公
之
學
、
朙
初
傳
之
者
尙
盛
。
其
在
吾
鄕
、
桂
文
裕
公
彥
良
、
烏
先

生
春
風
、
向
獻
縣
樸
、
其

也
、
是
爲

湖
四
傳
之
世

、
宜
補
入
『
遜
志
學
案
』

之
歬
。」

謝
山
㊒
意
修
補
『
朙
儒
』
而
未
暇
、
每
於
『
宋
元
儒
』
之
末
補
而
附
之
。

且
所
謂
四
傳
世

、
皆
在
寶
峰
之
門
、
亦
可
見
寶
峰
之
爲
三
傳
矣
。」『
宋
元
學
案
』

第
四
册
、3098
頁
。

（
26
）　

王
宇
「
方
孝
孺
與
黃
宗
羲
對
朙
代
理
學
開
端
的
構
建―

論
宋
濂
不
入
『
朙
儒
學

案
』」（
吳
光
主
編
『
黃
宗
羲
與
朙
淸
思
想
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、2006

年
、282

～283

頁
）
を
參
照
。

（
27
）　
『
宋
元
學
案
』
に
お
け
る
宋
元
思
想
史
の
「
構
築
」
と
そ
の
特
色
（
地
方
色
）
と

に
つ
い
て
、
小
島
毅
は
『
中
國
近
世
に
お
け
る
禮
の
言
說
』（
東
京
大
學
出
版
會
、

1996

年
、181

～182

頁
）
に
お
い
て
思
想
史
の
地
域
性
を
强
調
し
、『
朙
儒
學

案
』
に
お
け
る
思
想
史
の
整
理
は
實
は
「
江
浙
」
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
指

し
た
。
こ
の
主
張
に
諬
發
さ
れ
た
早
坂
俊
廣
は
、「
關
於
『
宋
元
學
案
』
的
「
浙

江
」
槪
念―

作
爲
話
語
表
象
的
「
永
嘉
」「
金

」
和
「
四
朙
」」（『
浙
江
大
學
學

報
』（
人
文
社
會
科
學
版
）
第
32
卷
第
1
朞
、2002

年
1
⺼
）
に
お
い
て
、『
宋
元

學
案
』
も
地
域
性
（「
浙
學
」）
の
傾
向
を
㊒
し
て
お
り
、『
宋
元
學
案
』
は
事
實
を

記
す
書
物
で
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
浙
東
出
身
の
編
纂
者
自
身
の
地
域
性
に

根
ざ
し
た
思
想
史

を
表
す
學
術
史
で
あ
る
、
と
指

し
て
い
る
。

（
28
）　

何
俊
は
、『
南
宋
儒
學
建
構
』
第
五

「
思
想
向
文
化
轉
型
」（
上
海
人
民
出
版

社
、2004

年
、297

頁
）
及
び
「
宋
元
儒
學
的
重
建
與
淸
初
思
想
史

―

以
『
宋

元
學
案
』
全
氏
補
本
爲
中
心
的
考
察
」（『
中
國
史
硏
究
』2006

年
第
2
朞
）
に
お

い
て
、『
宋
元
學
案
』
全
氏
補
本
を
中
心
と
し
て
、
①
「
突
破
衟

與
歷
史
還
原
」

②
「
儒
學
源

的
多
元
與
豐
富
」
③
「
思
想
史
的
視
野
」
の
三
つ
の
面
か
ら
全
祖
望

に
よ
る
宋
元
儒
學
史
の
再
構
築
、
及
び
そ
こ
に
示
さ
れ
た
思
想
史

を
考
察
し
た
。
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附表１「『宋元學案』における關係名の 計表」
類別 關係名 回數 人數 人數比率

直 關係

門人 544 2293 65.40%
家學 293 512 14.60%
講友 79 219 6.25%
同調 75 123 3.51%
續傳 72 113 3.22%
學侶 61 138 3.94%
私淑 21 64 1.83%
之餘 4 11 0.31%
所傳 7 9 0.26%
之學 2 8 0.23%
再傳 3 5 0.14%
餘派 3 3 0.09%
之先 2 3 0.09%
別派 1 2 0.06%
別傳 2 2 0.06%
所出 1 1 0.03%

合計 1170 3506 100.00%

閒 關係

再傳 113 506 45.71%
三傳 84 364 32.88%
四傳 56 120 10.84%
五傳 31 74 6.68%
六傳 17 27 2.44%
七傳 7 13 1.17%
八傳 3 3 0.27%

合計 311 1107 100.00%

附表２「呂希哲の關係・身分一覽表」
卷次 學案名 關係 關係者 正式名稱
1 安定學案 安定門人 胡瑗 侍講呂原朙先生希哲（別爲『 陽學案』）
2 泰山學案 泰山門人 孫復 侍講呂原朙先生希哲（別爲『 陽學案』）
2 泰山學案 徂徠學侶 石介 侍講呂原朙先生希哲（別爲『 陽學案』）
3 高平學案 盱江學侶 李覯 侍講呂原朙先生希哲（別爲『 陽學案』）
4 廬陵學案 焦氏門人（廬陵再傳） 焦千之 侍講呂原朙先生希哲（別爲『 陽學案』）
10 百源學案下 百源門人 邵雍 侍講呂原朙先生希哲（別爲『 陽學案』）
14 朙衟學案下 朙衟學侶 程顥 侍講呂原朙先生希哲（別爲『 陽學案』）
16 伊川學案下 伊川門人（胡、周再傳）程頤 侍講呂原朙先生希哲（別爲『 陽學案』）
18 橫渠學案下 橫渠學侶 張載 侍講呂原朙先生希哲（別爲『 陽學案』）
19 呂諸儒學案 呂氏家學 呂公 侍講呂原朙先生希哲（別爲『 陽學案』）
21 陽學案 陽講友 祖禹 侍講呂原朙先生希哲（別爲『 陽學案』）
23 陽學案 胡程門人（歐、周再傳）胡瑗・程頤 侍講呂原朙先生希哲
96 元祐黨案 元祐黨籍 元祐黨人 待講呂 陽先生希哲（別爲『 陽學案』）
98 公新學略 公門人 王安石 侍講呂原朙先生希哲（別爲『 陽學案』）
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附表３「呂祖謙の關係・身分一覽表」
卷次 學案名 關係 關係者 正式名稱
27 和靖學案 南㵎門人 韓元吉 成公呂東 先生祖謙（別爲『東 學案』）
32 周許諸儒學案 公叔講友 吳松年 成公呂東 先生祖謙（別爲『東 學案』）
36 紫微學案 倉 家學（胡、程四傳）呂大器 成公呂東 先生祖謙（別爲『東 學案』）
36 紫微學案 林氏門人 林之奇 成公呂東 先生祖謙（別爲『東 學案』）
43 劉胡諸儒學案 白水門人（馬、程三傳）劉勉之 成公呂東 先生祖謙（別爲『東 學案』）
44 趙張諸儒學案 國器門人 煜 成公呂東 先生祖謙（別爲『東 學案』）
46 玉山學案 玉山門人 汪應辰 成公呂東 先生祖謙（別爲『東 學案』）
49 晦翁學案下 晦翁講友 朱熹 成公呂東 先生祖謙（別爲『東 學案』）
50 南軒學案 南軒講友 張栻 成公呂東 先生祖謙（別爲『東 學案』）

51 東 學案 林汪門人（劉、胡再傳）林之奇・汪應辰 成公呂東 先生祖謙

56 龍川學案 龍川講友 陳亮 成公呂東 先生祖謙（別爲『東 學案』）

附表４「正式名稱の登場回數別學者名一覽表」
登場回數 學者名 人數 回數合計
14 呂希哲 1 14
11 呂祖謙 1 11
10 陳 ・舒璘・朱熹 3 30
9 陳傅良・程頤・呂本中 3 27
8 袁燮 1 8
7 晁說之・胡安國・胡大時・張洽・張栻・張載・鄒浩 7 49

6 陳亮・陳沂・程顥・ 純仁・樓鑰・陸九淵・饒魯・汪應辰・
魏了翁・楊 ・曾幾・張端義・周端朝 13 78

5

車 水・ 祖禹・方耒・胡宏・胡一桂・黃庭堅・黃震・李燔・
李埴・林光朝・劉淸之・呂大忠・呂公 ・呂希純・潘畤・
彭龜年・沈煥・沈㊒開・舒衍・宋濂・ 昞・田述古・王遇・
吳澄・徐誼・ 釆・ ㊜・趙汝愚・眞德秀・朱光庭

30 150

4 鮑熲・ 幼學・曹建・陳剛・陳淵・陳 ・ 程・ 仲黼・
子 ・方疇・方翥・豐稷・輔廣ら 71 284

3 安劉・孛朮魯翀・ 仍・ 沈・ 元定・晁補之・陳淳・陳均・
陳孔碩・陳舜兪・陳武・陳埴ら 145 435

2 安燾・包遜・包揚・包約・鮑 ・鮑 ・鮑淮・鮑浚・鮑深・
鮑偕・彪虎臣ら 510 1020

1 安實・安熙・安煦・敖繼公・白棟・白炎震・包恢・包希魯・
鮑 雨ら 1583 1583

合計 2368 3689
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附表５「『宋元學案』における關係者の構成一覽表」
關係者 講友 學侶 同調 家學 門人 私淑 續傳 之餘 再傳 別派 合計
朱熹 10 3 6 4 222 14 12 2 1 274
陸九淵 8 4 1 91 2 7 113
程頤 3 4 2 84 12 5 110
呂祖謙 3 2 5 2 92 1 2 107
張栻 6 4 6 3 69 13 2 1 104
楊 7 2 1 59 2 2 73
胡瑗 3 10 48 1 2 64
楊時 6 3 47 1 57
黃榦 13 2 35 50
許謙 2 1 2 41 46
司馬光 6 2 11 5 14 3 3 44
邵雍 2 3 3 21 3 6 2 2 42
㊜ 5 36 41

陳亮 3 1 1 34 39
胡安國 7 1 7 22 2 39
吳澄 2 3 1 32 38
趙偕 2 1 33 36
陳傅良 6 3 1 24 1 35
程顥 3 4 24 2 1 34
魏了翁 7 4 2 20 33
尹焞 4 24 1 29
袁燮 5 2 20 2 29
許衡 2 2 2 22 28
眞德秀 4 1 22 1 28


